






要約:当科で経過観察している川崎病既往患者のうち、急性期以降に冠状動脈瘤を残さなか

った患者の遠隔期予後(異常所見の有無)について検討した。対象は 1973年から 1987 年ま

でに経験した冠状動脈瘤を残さなかった川崎病患者888 例のうち最近 2年間まで経過観察

できた 473例を対象とした。これらの例のうち外来レベルの検診(診察、心電図、心エコー

図)で異常を認めた例はいなかった。血清脂質の検討では稀ではあるが、異常値を呈する例

が存在した。 


